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区分 令和７年 令和６年
前年同期比

増減数 増減率

発生件数 2,277 2,539

-10.1%

-262件 -10.3%

死者数 31 44 -13人 -29.5%

負傷者数 2,692 2,996 -304人

大竹署
管　内

区分 令和７年 令和６年
前年同期比

増減率

発生件数 11 16

増減数

-35.3%

-5件 -31.3%

死者数 0 2 -2人 -      

負傷者数 11 17 -6人

 令和７年７月３１日現在

大竹警察署

交通課だより -８月号-

◎交通事故発生状況

交通安全年間スローガン

〇 夏場は、暑気払いや同窓会等、飲食店で飲酒する機会が多くなります。

〇 例年、お酒を飲みすぎた方が、路上で寝込んだ状態で車にひかれる

「路上寝込み事故」が発生しています。

〇 道路で、寝そべったり座り込んだりすると大変危険です。

自身の酒量を把握し、自分の足で帰ることが難しいと感じたときは、

家族等の迎えを呼んだり、タクシーで帰りましょう。

〇 過去の事故の特徴をみると、路上寝込み事故は、夜間の繁華街や

住宅街で多く発生しています。

〇 ドライバーの方は、特にこれらの場所では、「酔って寝ている人が

いるかもしれない」と注意し、速度は控えめにしましょう。

〇 ハイビームは、より早く遠くの状況を見通すことができます。

ハイビームを有効に活用して、路上寝込み等の道路上の危険を

いち早く発見し、路上寝込み事故を避けましょう！

路上寝込みは危険！

ドライバーの方へ～路上寝込み事故を避けるために～


